
(57)【要約】

【課題】プローブ部の体内での回転や挿入のし直しをし

なくても異なる多くの断面画像を得ることができて患者

の負担を軽減し、かつ得ようとする多くの異なる断面画

像が容易に得られるようにする。

【解決手段】プローブシース１１０　の先端部分内部に

保持部材１２２　で保持された振動子１２１　を含む振

動子部１２０　を配置したプローブ部１００　を備える

。このプローブ部１００　の他端側に配置された操作部

２００　を備える。振動子１２１　をその超音波送受波

面と平行な軸のまわりに回動可能なように保持する２本

の回動保持部材３１０による振動子回動保持機構３００

　を設ける。操作部２００　に診断方向操作つまみ２１

０を設け、振動子部１２０　の超音波送受波面の裏面と

診断方向操作つまみ２１０　との間に２本の線状部材４

１０　を配設して、操作部２００　から超音波送受波面

の向きを変える振動子回動操作機構４００　を設ける。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 部 分 に 超 音 波 送 受 波 用 の 振 動 子 が 配 置 さ れ た プ ロ ー ブ 部 と 、
こ の プ ロ ー ブ 部 の 根 本 側 に 配 設 さ れ て 前 記 振 動 子 に よ る 超 音 波 送 受 波 動 作 を 操 作 す る 操 作
部 と 、
を 有 し 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し て 超 音 波 を 送 受 波 し 、 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像
を 得 る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
前 記 振 動 子 が 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の ま わ り に 回 動 可 能 な よ う に 保 持 さ れ て 、
前 記 超 音 波 送 受 波 面 の 向 き を 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 が 体 腔 内 挿 入 状 態 で 前 記 操 作 部 か ら 操 作 し
て 変 え る こ と が で き る 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 振 動 子 を 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の ま わ り に 回 動 可 能 な よ う に 保 持 す る 振 動
子 回 動 保 持 機 構 と 、
前 記 操 作 部 か ら の 操 作 に よ り 前 記 振 動 子 の 超 音 波 送 受 波 面 を 前 記 軸 の ま わ り に 予 め 設 定 さ
れ た 角 度 だ け 回 動 さ せ る 振 動 子 回 動 操 作 機 構 と 、
を 備 え て 成 る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 プ ロ ー ブ 部 が 、 プ ロ ー ブ シ ー ス と 、 こ の プ ロ ー ブ シ ー ス 内 部 の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た
前 記 振 動 子 と 、 こ の 振 動 子 を 保 持 、 固 定 す る 保 持 部 材 と 、 を 含 ん で 成 り 、
前 記 振 動 子 回 動 保 持 機 構 が 、 前 記 保 持 部 材 の 、 前 記 振 動 子 の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の
延 長 線 上 で か つ こ の 振 動 子 の 中 心 点 を 挟 む よ う な 両 端 部 分 で 、 こ の 振 動 子 を 回 動 可 能 な よ
う に 前 記 プ ロ ー ブ シ ー ス 先 端 部 分 に 保 持 す る ２ 本 の 回 動 保 持 部 材 を 含 ん で 成 り 、 前 記 振 動
子 回 動 操 作 機 構 が 、 前 記 保 持 部 材 の 、 前 記 超 音 波 送 受 波 面 の 裏 面 側 に 、 前 記 ２ 本 の 回 動 保
持 部 材 配 置 方 向 と 直 交 す る 方 向 で か つ 前 記 振 動 子 の 中 心 点 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ た ２ 点 と
前 記 操 作 部 と の 間 に 配 設 さ れ た 線 状 部 材 を 含 み 、 前 記 線 状 部 材 を 前 記 操 作 部 で 操 作 す る こ
と に よ り 前 記 振 動 子 を 回 動 さ せ る 構 造 で あ る 、
請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 振 動 子 回 動 操 作 機 構 の 線 状 部 材 が 、 ひ も 状 部 材 ま た は 棒 状 部 材 で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の
超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 特 に 体 腔 内 に 挿 通 し て 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を 得 る た め
の 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
臓 器 等 の 手 術 は 、 従 来 か ら 開 腹 手 術 が 主 流 で あ っ た が 、 こ の 開 腹 手 術 で は 、 患 者 に 対 す る
負 担 が 大 き く 、 ま た 術 後 の 入 院 期 間 も 長 く な る た め 、 最 近 、 開 腹 手 術 は 行 わ ず 、 例 え ば 、
管 状 の ト ラ カ ー ル を 体 内 に 刺 入 し 、 こ の ト ラ カ ー ル を 通 し て 、 手 術 対 象 部 分 の 診 断 や 患 部
の 摘 出 な ど を 行 う ケ ー ス が 増 加 し て い る 。 こ の よ う な 開 腹 手 術 な し に 手 術 対 象 部 分 の 診 断
を 行 う 場 合 、 超 音 波 探 触 子 が 用 い ら れ る こ と が 多 く 、 こ の 超 音 波 探 触 子 の 従 来 の 一 般 的 な
例 （ 第 １ の 例 ） を 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 超 音 波 探 触 子 は 、 プ ロ ー ブ シ ー ス １ １ ０ ｘ の 内 部 先 端 部 分 に 、 そ の 中 心 軸 の 外 側 方 向
に 超 音 波 送 受 波 面 を 向 け て 振 動 子 １ ２ １ ｘ を 保 持 、 固 定 す る 振 動 子 部 １ ２ ０ ｘ が 配 置 さ れ
た プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ と 、 そ の 根 本 側 に 配 設 さ れ て プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ の 体 腔 内 へ の 挿 入
操 作 、 及 び 振 動 子 １ ２ １ ｘ に よ る 超 音 波 （ ６ ０ ０ ｘ ） の 送 受 波 操 作 等 を 行 う 操 作 部 ２ ０ ０
ｘ と 、 を 有 す る 構 成 、 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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こ の 超 音 波 探 触 子 （ 第 １ の 例 ） で は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ の 先 端 部 分 が 診 断 対 象 部 分 に 向
け て 挿 入 さ れ て 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ 先 端 の 振 動 子 １ ２ １ ｘ か ら プ ロ ー ブ 軸 外 側 に 向 っ て
超 音 波 が 送 波 さ れ 、 診 断 対 象 部 分 等 か ら の 反 射 波 を こ の 振 動 子 １ ２ １ ｘ で 受 波 し て こ の 診
断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 信 号 を 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 第 １ の 例 の 超 音 波 探 触 子 は 、 振 動 子 部 １ ２ ０ ｘ が プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ の 先 端 部 分 に 固
定 さ れ て い る の で 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ が 体 腔 内 に 挿 入 、 固 定 さ れ た 状 態 で は 、 診 断 対 象
部 分 に 対 す る １ つ の 断 面 画 像 し か 得 ら れ な い 。 従 っ て 、 他 の 断 面 の 画 像 を 得 よ う と す る と
、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ を 体 腔 内 で 回 転 さ せ た り 、 ま た プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ の 体 腔 内 へ の 挿
入 し 直 し が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 他 の 例 （ 第 ２ の 例 ） に つ い て 説 明 す る 。
こ の 第 ２ の 例 の 超 音 波 探 触 子 は 、 そ の 主 構 成 が プ ロ ー ブ 部 及 び 操 作 部 か ら 成 り 、 プ ロ ー ブ
部 は 、 そ の 先 端 部 分 に 、 そ の 中 心 軸 と 直 交 す る 方 向 に 超 音 波 を 送 波 し 受 波 す る 超 音 波 送 受
波 面 を 持 つ 振 動 子 を 含 む 振 動 子 部 が 配 置 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 第 ２ の 例 も 第 １
の 例 の 超 音 波 探 触 子 と 同 様 に 、 他 の 断 面 の 画 像 を 得 よ う と す る と 、 プ ロ ー ブ 部 を 体 腔 内 で
回 転 さ せ た り 、 ま た プ ロ ー ブ 部 の 体 腔 内 へ の 挿 入 し 直 し が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 他 の 例 （ 第 ３ の 例 ） に つ い て 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 し
て 説 明 す る 。
こ の 第 ３ の 例 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 述 し た 第 ２ の 例 を 変 形 し た も の で 、 そ の 主 構 成 が プ ロ
ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ 及 び 操 作 部 ２ ０ ０ ｙ か ら 成 り 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ は 、 そ の 先 端 部 分 に 、
そ の 中 心 軸 と 直 交 す る 方 向 に 超 音 波 を 送 波 し 受 波 す る 超 音 波 送 受 波 面 を 持 つ 振 動 子 １ ２ １
ｙ を 含 む 振 動 子 部 １ ２ ０ ｙ が 配 置 さ れ 、 そ の 内 側 （ 先 端 か ら 離 れ る 方 向 ） に は 、 プ ロ ー ブ
シ ー ス １ １ ０ ｙ に 屈 曲 部 １ １ １ ｙ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の 屈 曲 部 １ １ １ ｙ を 、 操 作 部 ２ ０
０ ｙ の 曲 げ 調 整 つ ま み ２ ２ ０ ｙ に よ り 、 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ の 形 状 に 合 せ て 曲 げ 、 超 音 波
送 受 波 面 の 部 分 が 診 断 対 象 方 向 に 向 く よ う 調 整 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 こ の 第 ３ の 例 で は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 体 表 面 ７ １ ０ か ら ト ラ カ ー ル ５ ０ ０
を 刺 入 し 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 こ の ト ラ カ ー ル ５ ０ ０ に プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ を 挿 通
し て そ の 屈 曲 部 １ １ １ ｙ の 曲 げ 調 整 を 行 い 、 診 断 対 象 部 分 ７ ２ ０ に 超 音 波 送 受 波 面 部 分 が
密 着 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 第 ３ の 例 に お い て も 、 診 断 対 象 部 分 の 他 の 診 断 画 像 を 得 よ う と す る と 、 プ ロ ー ブ 部 １
０ ０ ｙ を 体 腔 内 で 回 転 さ せ た り 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ を 挿 入 し 直 す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ ６ ４ ３ ６ ７ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 の 超 音 波 探 触 子 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 例 で は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ の 先 端 部
分 に 、 そ の 中 心 軸 の 外 側 方 向 、 ま た は 中 心 軸 と 直 交 す る 方 向 に 超 音 波 送 受 波 面 を 向 け て 振
動 子 １ ２ １ ｘ が 固 定 、 配 置 さ れ た 構 造 と な っ て い る の で 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ が 体 腔 内 に
挿 入 、 固 定 さ れ た 状 態 で は 、 診 断 対 象 部 分 に 対 す る １ つ の 診 断 画 像 し か 得 ら れ な い た め 、
他 の 断 面 の 画 像 を 得 る た め に は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｘ を 体 腔 内 で 回 転 さ せ る か 、 プ ロ ー ブ
部 １ ０ ０ ｘ の 体 腔 内 へ の 挿 通 し 直 し を し な け れ ば な ら ず 、 患 者 へ の 負 担 が 大 き く な り 、 ま
た 、 １ つ の 断 面 画 像 を 得 よ う と す る 場 合 で も 、 そ の 断 面 に 対 し 超 音 波 送 受 波 面 か ら の 超 音
波 ビ ー ム の 方 向 を 合 せ て 挿 入 す る こ と が 必 要 な た め 、 装 置 操 作 が 難 し い 、 と い う 問 題 点 が
あ る 。 第 ３ の 例 で は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ に 屈 曲 部 １ １ １ ｙ が 設 け ら れ て い て 、 超 音 波 送
受 波 面 部 分 を 診 断 対 象 部 分 に 密 着 さ せ て 断 面 画 像 を 得 る こ と が で き る も の の 、 第 １ ま た は
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第 ２ の 例 と 同 様 に 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ が 体 腔 内 に 挿 入 、 固 定 さ れ た 状 態 で は 、 診 断 対 象
部 分 に 対 す る １ つ の 断 面 画 像 し か 得 る こ と が で き な い た め 、 他 の 断 面 の 画 像 を 得 よ う と す
る と 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ を 回 転 さ せ る か 挿 通 の し 直 し を す る 必 要 が あ り 、 し か も 、 プ ロ
ー ブ 部 １ ０ ０ ｙ を 屈 曲 部 １ １ １ ｙ で 曲 げ 調 整 し な け れ ば な ら な い た め 、 そ の 曲 げ の 分 、 患
者 に 対 し て は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 例 よ り 大 き な 負 担 が か か り 、 し か も 、 超 音 波 ビ ー ム の 方
向 合 せ は 第 １ ま た は 第 ２ の 例 よ り 装 置 操 作 が 難 し い 、 と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 患 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 し 、 か つ 、 装
置 操 作 が 容 易 に な る 、 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、
先 端 部 分 に 超 音 波 送 受 波 用 の 振 動 子 が 配 置 さ れ た プ ロ ー ブ 部 と 、
こ の プ ロ ー ブ 部 の 根 本 側 に 配 設 さ れ て 前 記 振 動 子 に よ る 超 音 波 送 受 波 動 作 を 操 作 す る 操 作
部 と 、
を 有 し 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し て 超 音 波 を 送 受 波 し 、 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像
を 得 る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
前 記 振 動 子 が 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の ま わ り に 回 動 可 能 な よ う に 保 持 さ れ て 、
前 記 超 音 波 送 受 波 面 の 向 き を 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 が 体 腔 内 挿 入 状 態 で 前 記 操 作 部 か ら 操 作 し
て 変 え る こ と が で き る 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 振 動 子 を 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の ま わ り に 回
動 可 能 な よ う に 保 持 す る 振 動 子 回 動 保 持 機 構 と 、
前 記 操 作 部 か ら の 操 作 に よ り 前 記 振 動 子 の 超 音 波 送 受 波 面 を 前 記 軸 の ま わ り に 予 め 設 定 さ
れ た 角 度 だ け 回 動 さ せ る 振 動 子 回 動 操 作 機 構 と 、
を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 前 記 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 プ ロ ー ブ 部 が 、 プ ロ ー ブ シ ー ス と 、 こ の プ ロ ー ブ シ ー ス
内 部 の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た 前 記 振 動 子 と 、 こ の 振 動 子 を 保 持 、 固 定 す る 保 持 部 材 と 、 を
含 ん で 成 り 、
前 記 振 動 子 回 動 保 持 機 構 が 、 前 記 保 持 部 材 の 、 前 記 振 動 子 の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の
延 長 線 上 で か つ こ の 振 動 子 の 中 心 点 を 挟 む よ う な 両 端 部 分 で 、 こ の 振 動 子 を 回 動 可 能 な よ
う に 前 記 プ ロ ー ブ シ ー ス 先 端 部 分 に 保 持 す る ２ 本 の 回 動 保 持 部 材 を 含 ん で 成 り 、 前 記 振 動
子 回 動 操 作 機 構 が 、 前 記 保 持 部 材 の 、 前 記 超 音 波 送 受 波 面 の 裏 面 側 に 、 前 記 ２ 本 の 回 動 保
持 部 材 配 置 方 向 と 直 交 す る 方 向 で か つ 前 記 振 動 子 の 中 心 点 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ た ２ 点 と
前 記 操 作 部 と の 間 に 配 設 さ れ た 線 状 部 材 を 含 み 、 前 記 線 状 部 材 を 前 記 操 作 部 で 操 作 す る こ
と に よ り 前 記 振 動 子 を 回 動 さ せ る 構 造 で あ る 、 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 前 記 振 動 子 回 動 操 作 機 構 の 線 状 部 材 が 、 ひ も 状 部 材 ま た は 棒 状 部 材 で あ る 構 造 を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 は 、
先 端 部 分 に 超 音 波 送 受 波 用 の 振 動 子 が 配 置 さ れ た プ ロ ー ブ 部 と 、
こ の プ ロ ー ブ 部 の 根 本 側 に 配 設 さ れ て 上 記 振 動 子 に よ る 超 音 波 送 受 波 動 作 を 操 作 す る 操 作
部 と 、
を 有 し 、 上 記 プ ロ ー ブ 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し て 超 音 波 を 送 受 波 し 、 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像
を 得 る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
上 記 振 動 子 が 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の ま わ り に 回 動 可 能 な よ う に 保 持 さ れ て 、
上 記 超 音 波 送 受 波 面 の 向 き を 、 上 記 プ ロ ー ブ 部 が 体 腔 内 挿 入 状 態 で 前 記 操 作 部 か ら 操 作 し
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て 変 え る こ と が で き る 構 造 で あ る 、 構 成 を 有 し 、 上 記 振 動 子 を 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平
行 な 軸 の ま わ り に 回 動 可 能 な よ う に 保 持 す る 振 動 子 回 動 保 持 機 構 と 、
上 記 操 作 部 か ら の 操 作 に よ り 前 記 振 動 子 の 超 音 波 送 受 波 面 を 前 記 軸 の ま わ り に 予 め 設 定 さ
れ た 角 度 だ け 回 動 さ せ る 振 動 子 回 動 操 作 機 構 と 、
を 備 え た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の よ う な 構 成 、 構 造 と す る こ と に よ り 、 プ ロ ー ブ 部 を 体 腔 内 に 挿 入 し 固 定 し た 状 態 で 、
振 動 子 の 超 音 波 受 波 面 の 向 く 方 向 を 操 作 部 で 変 更 す る こ と が で き て 、 プ ロ ー ブ 部 の 回 転 や
挿 入 し 直 し を 行 な わ な く て も 診 断 対 象 部 分 に 対 す る 多 く の 断 面 画 像 を 得 る こ と が で き る の
で 、 患 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き 、 ま た 、 プ ロ ー ブ 部 挿 入 後 、 得 よ う と す る 断
面 の 方 向 に 振 動 子 の 超 音 波 送 受 波 面 を 操 作 部 で 調 整 し て 合 せ る こ と が で き る の で 、 装 置 操
作 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 実 施 例 】
次 に 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 、 超 音 波 送 受 波 面 を ３ 方 向 に 変 え た 時 の 超
音 波 探 触 子 全 体 の 外 観 側 面 図 及 び そ の プ ロ ー ブ 部 先 端 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
こ の 実 施 例 は 、 先 端 部 分 に 超 音 波 送 受 波 用 の 振 動 子 １ ２ １ が 配 置 さ れ た プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０
と 、 こ の プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ の 根 本 側 に 配 設 さ れ て 、 振 動 子 １ ２ １ に よ る 超 音 波 送 受 波 動 作
を 操 作 す る 操 作 部 ２ ０ ０ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ を 体 腔 内 に 挿 入 し て 超
音 波 を 送 受 波 し 、 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を 得 る た め の 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 振 動 子 １
２ １ を 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 １ ２ ３ の ま わ り に 回 動 可 能 な よ う に 保 持 す る 振 動
子 回 動 保 持 機 構 ３ ０ ０ と 、 操 作 部 ２ ０ ０ か ら の 操 作 に よ り 、 振 動 子 １ ２ １ の 超 音 波 送 受 波
面 を 上 記 の 軸 １ ２ ３ の ま わ り に 予 め 設 定 さ れ た 角 度 だ け 回 動 さ せ る 振 動 子 回 動 操 作 機 構 ４
０ ０ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ 、 こ れ ら 各 部 の 更 な る 詳 細 は 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま ず 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ は 、 ゴ ム 系 材 料 や 弾 性 の あ る 樹 脂 な ど で 、 先 端 側 が 封 止 さ れ た チ
ュ ー ブ 状 に 形 成 さ れ た プ ロ ー ブ シ ー ス １ １ ０ と 、 こ の プ ロ ー ブ シ ー ス １ １ ０ の 先 端 部 分 内
側 に 配 置 さ れ 、 そ の 超 音 波 送 受 波 面 が 外 側 を 向 く よ う に 、 保 持 部 材 １ ２ ２ に 保 持 、 固 定 さ
れ た 振 動 子 １ ２ １ を 含 む 振 動 子 部 １ ２ ０ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 振 動 子 回 動 保 持 機 構 ３ ０ ０ は 、 振 動 子 部 １ ２ ０ に お け る 保 持 部 材 １ ２ ２ の 、 振 動 子
１ ２ １ の 超 音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 １ ２ ３ の 延 長 線 上 で か つ 振 動 子 １ ２ １ の 中 心 点 を 挟 む
よ う な 両 端 部 分 で 、 こ の 振 動 子 １ ２ １ 及 び 保 持 部 材 １ ２ ２ か ら 成 る 振 動 子 部 １ ２ ０ を 回 動
可 能 な よ う に 、 プ ロ ー ブ シ ー ス １ １ ０ 先 端 部 分 に 保 持 す る ２ 本 の 回 動 保 持 部 材 ３ １ ０ を 備
え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 振 動 子 回 動 操 作 機 構 ４ ０ ０ は 、 操 作 部 ２ ０ ０ に 配 置 さ れ た 診 断 方 向 操 作 つ ま み ２ １
０ と 、 振 動 子 部 １ ２ ０ に お け る 保 持 部 材 １ ２ ２ の 、 振 動 子 １ ２ １ の 超 音 波 送 受 波 面 に 対 し
裏 面 側 に 、 前 述 の ２ 本 の 回 動 保 持 部 材 ３ １ ０ 配 置 方 向 と 直 交 す る 方 向 で か つ 振 動 子 １ ２ １
の 中 心 点 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ た ２ 点 と 前 述 の 診 断 方 向 操 作 つ ま み ２ １ ０ の 間 に 配 設 さ れ
た ２ 本 の 線 状 部 材 ４ １ ０ と 、 を 備 え て 構 成 さ れ 、 こ の ２ 本 の 線 状 部 材 ４ １ ０ の 振 動 子 部 １
２ ０ ・ 操 作 部 ２ ０ ０ 間 の 長 さ を 診 断 方 向 操 作 つ ま み ２ １ ０ に よ り 変 え る こ と に よ り 、 振 動
子 １ ２ １ を 回 動 さ せ 、 そ の 超 音 波 送 受 波 方 向 を 変 え る 構 造 と な っ て い る 。 こ の と き 、 診 断
方 向 操 作 つ ま み ２ １ ０ は 、 そ の 操 作 に よ り 振 動 子 １ ２ １ が 予 め 設 定 さ れ た 角 度 だ け 回 動 す
る よ う な 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 線 状 部 材 ４ １ ０ と し て は 、 ひ も 状 部 材 や 、 剛 性 を 有 す る 棒 状 部 材 、 弾 性 を 有 す る 棒
状 部 材 な ど で 形 成 す る こ と が で き 、 診 断 方 向 操 作 つ ま み ２ １ ０ に よ り 、 ひ も 状 部 材 の 場 合
に は 片 方 を 引 っ 張 り 、 剛 性 ， 弾 性 を 有 す る 棒 状 部 材 の 場 合 に は 片 方 を 押 す な ど し て 、 振 動
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子 部 １ ２ ０ ・ 操 作 部 ２ ０ ０ 間 の 長 さ を 変 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 ひ も 状 部 材 の 場 合 は 、 診 断 方 向 操 作 つ ま み ２ １ ０ に よ り 、 ひ も 状 部 材 を 巻 き 取 り 、
巻 き 戻 す よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 は １ 本 の ひ も 状 部 材 で 構 成 す る こ と が で き る 。 更 に
、 １ 本 の 棒 状 部 材 で も 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 実 施 例 で は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ を 体 腔 内 に 挿 入 し て そ の 先 端 部 分 を 診 断 対 象 部 分 近 傍
に 到 達 さ せ た 後 、 振 動 子 １ ２ １ か ら 超 音 波 を 送 波 し て そ の 反 射 波 を 受 波 し 、 診 断 対 象 部 分
に 対 す る １ つ の 断 面 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 そ し て 、 そ の １ つ の 断 面 画 像 と は 異 な る 他
の 断 面 画 像 を 得 よ う と す る と き に は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ を 挿 入 し た ま ま の 状 態 、 す な わ ち
、 こ の プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ の 位 置 を 変 え た り 回 転 さ せ た り す る こ と な く 静 止 状 態 で 、 操 作 部
２ ０ ０ の 診 断 方 向 操 作 つ ま み ２ １ ０ を ま わ し て 振 動 子 １ ２ １ の 超 音 波 送 受 波 面 が 向 く 方 向
を 変 更 す れ ば 、 前 の 断 面 と は 異 な る 新 た な 断 面 の 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 実 施 例 で は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ の 体 腔 内 へ の １ 回 の 挿 入 で 、 か つ プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ 全
体 を 回 転 さ せ た り 、 動 か し た り 、 ま た 挿 入 し 直 し た り す る こ と な く 、 診 断 対 象 部 分 の 、 異
な る 多 く の 断 面 の 像 を 得 る こ と が で き る の で 、 患 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る
。 ま た 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ を 挿 入 し た 後 で 、 操 作 部 ２ ０ ０ の 診 断 方 向 操 作 つ ま み ２ １ ０ の
操 作 に よ り 、 振 動 子 １ ２ １ の 超 音 波 送 受 波 面 の 向 く 方 向 と 得 よ う と す る 断 面 画 像 の 断 面 と
を 正 確 に 位 置 合 せ で き る の で 、 装 置 操 作 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ の 体 腔 内 へ の 挿 入 時 に は 、 図 １ （ ａ ） ， （ ｃ ） に 示 す よ う に 超 音
波 送 受 波 面 の 向 く 方 向 を 設 定 し て そ の 先 端 部 分 を 図 １ （ ｂ ） の 状 態 に 比 較 し て 先 細 り の 形
状 に す れ ば 、 患 者 へ の 負 担 は 更 に 軽 減 さ れ る 。 ま た 、 振 動 子 部 １ ２ ０ の 大 き さ は 、 超 音 波
送 受 波 面 が プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ の 中 心 軸 と 直 交 す る 図 １ （ ｂ ） の 状 態 の と き に プ ロ ー ブ 部 １
０ ０ の 先 端 部 分 の 太 さ が 最 大 と な る の で 、 こ の と き の 患 者 に 対 す る 負 担 が 増 大 し な い 程 度
の 大 き さ と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
更 に 、 振 動 子 １ ２ １ の 超 音 波 送 受 波 面 の 回 動 中 心 と な る 軸 １ ２ ３ 、 す な わ ち 、 保 持 部 材 １
２ ２ の 回 動 保 持 部 材 ３ １ ０ で 回 動 可 能 な よ う に 保 持 さ れ て い る 両 端 部 分 を 通 る 軸 １ ２ ３ を
、 保 持 部 材 １ ２ ２ の 両 側 面 に 配 置 す る こ と に よ り 、 断 面 画 像 が 得 ら れ る 範 囲 を 最 大 に す る
こ と が で き る 。 ま た 、 保 持 部 材 １ ２ ２ の 回 動 保 持 部 材 ３ １ ０ で 保 持 さ れ る 両 端 部 分 が 振 動
子 １ ２ １ の 中 心 点 を 挟 む よ う に 配 置 す る こ と に よ り 、 振 動 子 部 １ ２ ０ の 回 動 に よ る プ ロ ー
ブ 部 １ ０ ０ の 先 端 部 分 の 、 他 の 部 分 に 対 す る ふ く ら み 量 を 少 な く す る こ と が で き て 、 患 者
に 対 す る 負 担 も 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 振 動 子 １ ２ １ の 回 転 動 作 は モ ー タ に よ っ て 行 っ て も よ い 。
こ の 場 合 、 軸 １ ２ ３ に 直 接 ま た は 歯 車 等 を 介 し て モ ー タ の 回 転 駆 動 を 伝 達 し 、 振 動 子 １ ２
１ を 回 動 さ せ る 。 こ の と き 、 モ ー タ は 、 プ ロ ー ブ 部 １ ０ ０ の 先 端 部 分 の 大 き さ が 大 き く な
ら な い よ う に 配 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 は 、 プ ロ ー ブ 部 の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ て い る 振 動 子 を 、 そ の 超
音 波 送 受 波 面 と 平 行 な 軸 の ま わ り に 回 動 可 能 な よ う に 保 持 し 、 こ の 超 音 波 送 受 波 面 の 向 き
を 、 プ ロ ー ブ 部 が 体 腔 内 に 保 持 さ れ た 状 態 で 操 作 部 か ら 操 作 し て 変 え る こ と が で き る よ う
な 構 造 と す る こ と に よ り 、 取 得 し た １ つ の 断 面 画 像 と は 異 な る 他 の 画 像 を 得 よ う と す る と
き に 、 プ ロ ー ブ 部 を 挿 入 状 態 の ま ま 回 転 さ せ た り 、 プ ロ ー ブ 部 を 挿 入 し 直 し た り す る 必 要
が な く な る の で 、 患 者 に 対 す る 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き 、 ま た 、 プ ロ ー ブ 部 を 挿 入 し た
ま ま 、 操 作 部 か ら の 操 作 で 、 診 断 対 象 部 分 に 対 す る 異 な る 多 く の 断 面 画 像 を 得 る こ と が で
き る の で 、 得 よ う と す る 断 面 画 像 の 断 面 に 対 し 超 音 波 送 受 波 面 を 注 意 深 く 正 確 に 合 せ る 必
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要 が な く 、 装 置 操 作 が 容 易 に な る 、 と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 、 超 音 波 送 受 波 面 を ３ 方 向 に 向 け た 全 体 の 外 観 側 面 図 及
び プ ロ ー ブ 部 先 端 部 分 の 拡 大 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 第 １ の 例 を 示 す 全 体 の 外 観 側 面 図 及 び そ の 超 音 波 ビ ー ム パ
タ ー ン の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 第 ２ の 例 を 示 す 全 体 の 外 観 側 面 図 、 そ の プ ロ ー ブ 部 を 体 内
に 挿 入 す る 際 の 案 内 と な る ト ラ カ ー ル の 斜 視 図 、 及 び こ の ト ラ カ ー ル を 用 い て プ ロ ー ブ 部
が 体 内 に 挿 入 さ れ て 診 断 対 象 部 分 の 断 面 画 像 を 得 る 際 の 部 分 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ ， １ ０ ０ ｘ ， １ ０ ０ ｙ 　 プ ロ ー ブ 部
１ １ ０ ， １ １ ０ ｘ ， １ １ ０ ｙ 　 プ ロ ー ブ シ ー ス
１ ２ ０ ， １ ２ ０ ｘ ， １ ２ ０ ｙ 　 振 動 子 部
１ ２ １ ， １ ２ １ ｘ ， １ ２ １ ｙ 　 振 動 子
１ ２ ２ 　 保 持 部 材
２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ｘ ， ２ ０ ０ ｙ 　 操 作 部
２ １ ０ 　 診 断 方 向 操 作 つ ま み
２ ２ ０ ｙ 　 曲 げ 調 整 つ ま み
３ ０ ０ 　 振 動 子 回 動 保 持 機 構
３ １ ０ 　 回 動 保 持 部 材
４ ０ ０ 　 振 動 子 回 動 操 作 機 構
４ １ ０ 　 線 状 部 材
５ ０ ０ 　 ト ラ カ ー ル
６ ０ ０ ｘ ， ６ ０ ０ ｙ 　 超 音 波 ビ ー ム
７ １ ０ 　 体 表 面
７ ２ ０ 　 診 断 対 象 部 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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